











The Word Association Test WAT-Ⅱ contains forty two stimulus words. The author elicits 117 patients of WAT-
Ⅱ psychological data from the author’s text (1989 )‘‘The Word Association Test method : Inner world from the 
view of WAT-Ⅱ’’.The man group of patients n=58 shows the popular response of 「woman」 to stimulus word of ＜
man＞（χ２=3.76 df=１ p<0.10), the popular response of「music」 to stimulus word of＜record＞（χ２=3.34 
df=１ p<0.10） more than the woman group of patients n=59 by the significant level at 10% . The woman group 
of patients n=59 shows the popular response of「past」 to stimulus word of＜present＞（χ２=3.41 df=１ p<0.10）, 
the popular response of「ease」 to stimulus word of＜anxiety＞（χ２=3.00 df=１ p<0.10）, and the popular 
response of 「past」 to stimulus word of＜future＞（χ２=3.76 df=１ p<0.10）, more than the man group of 
patients n=58 by the significant level at 10% （χ２=2.93 df=１ p<0.10）. 
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1.50 個（ＳＤ3.20）、男性患者群 n=57 で 1.67 個





科患者群 n=67 で 2.11 個（SD 4.06）、心身医学患者群











現数の平均９⁾が、患者全体n=117で 7.67 個（SD 6.36）、
男性患者群 n=58 で 7.67 個（SD6.36）、女性患者群











































n=117は年齢平均 37.67 歳（SD 30.40）（SD 53.03）、
精神科患者群 n=67 は年齢平均 34.41 歳（SD53.03）、
心身医学患者群n=16は年齢平均 34.87歳（SD38.18）、
脳外科患者群 n=21 は年齢平均 45.95 歳（SD26.87）、
整形外科患者群 n=13 は年齢平均 44.53 歳（SD26.87）
である。男性患者群ｎ=58 の年齢平均は 39.82 歳（SD 
50.91）である。女性患者群ｎ=59 の年齢平均は 35.55
歳（SD 48.08）である。患者の年齢平均の男女差は１0％
水準１０⁾で有意である（χ２=2.80 df=１, p<0.10）。 
  
3）患者117名の男女差 
患者の出現率は、患者全体 n=117 で出現率 100.00％、
男性患者群 n=58 で出現率 48.71％、女性患者群 n=59
で出現率 51.28％である。患者の出現率に有意な男女
差はない（CR=0.09 p＞0.05）。患者の男女比を調査
した。患者群全体 n=117 の男女比は 1：1.01（男 n=58、
女 n=59）、精神科患者群 n=67 の男女比は 1：1.68（男
n=25、女 n=42）、心身医学患者群 n=16 の男女比は 1：
1（男 n=8、女 n=8）、脳外科患者群 n=21 の男女比は
1：0.5（男 n=14、女 n=７）、整形外科患者群 n=13 の















現率が、男性患者群 n=58 の 20.68％、女性患者群 n=59














神科患者群 n=67 の 4.47％、心身医学患者群 n=16 の
6.25％、脳外科患者群 n=21 の 0.00％、整形外科患者
























の 4.47％、心身医学患者群 n=16 の 0.00％、脳外科患
















n=58 の 6.89%、女性患者群 n=59 の 5.08 %、患者全






者群 n=58 の 1.72％、女性患者群 n=59 の 1.69％、患






2.98％、心身医学患者群 n=16 の 0.00％、脳外科患者







う連想反応の出現率が、男性患者群 n=58 の 53.44％、




















群 n=67 の 4.47％、心身医学患者群 n=16 の 0.00％、








の 77.58％、女性患者群 n=59 の 61.01％、患者全体
n=117 の 69.23％である。＜男＞という刺激語は、「女｣
という連想反応の出現数の男女差が 10％水準で有意















の出現率は、男性患者群 n=58 の 1.72％、女性患者群






n=67 は 1.49％、心身医学患者群 n=16 は 0.00％、脳







う連想反応の出現率は、男性患者群 n=58 の 56.89％、







反応」の出現率が、男性患者群 n=58 の 8.62％、女性








不能」の出現率は、男性患者群 n=58 の 1.72％、女性






n=67 の 2.98％、心身医学患者群 n=16 の 0.00％、脳







現率が、男性患者群 n=58 の 20.68％、女性患者群 n=59








患者全体 n=117 の 11.11％である。＜過去＞という刺
激語の｢現在｣という連想反応の出現数の男女差は、有




















心身医学患者群 n=16 の 6.25％、脳外科患者群 n=21







の出現率が、男性患者群 n=58 の 18.96％、女性患者群





う連想反応の出現率が、男性患者群 n=58 の 15.51％、
女性患者群 n=59 の 22.03％、患者全体 n=117 の
18.80％である。＜学校＞という刺激語の「生徒」とい
う連想反応の出現数の男女差は、30％水準で有意であ
る（χ２=0.81 df=1 p<0.30）。女性患者群 n=59 は、
＜学校＞という刺激語に「生徒」という連想反応を出
す人が多い。＜学校＞という刺激語は、「勉強」という
連想反応の出現率が、男性患者群 n=58 の 18.96％、女
性患者群 n=59 の 11.86％、患者全体 n=117 の 15.38％
である。＜学校＞という刺激語は、「勉強」という連想
反応の出現数の男女差が 20％水準で有意である（χ２






「遅延反応」の出現率は、男性患者群 n=58 の 3.48％、
女性患者群 n=59 の 1.69％、患者全体 n=117 の 2.5％
である。＜学校＞という刺激語の「遅延反応」の出現
数の男女差は有意ではない（χ２=0.00  df=１ 
p<0.95）。＜学校＞という刺激語の「遅延反応」は、精




「反応不能」の出現率は、男性患者群 n=58 の 1.72％、
女性患者群 n=59 の 1.69％、患者全体 n=117 の 1.70％
である。＜学校＞という刺激語の「反応不能」の出現




率は、精神科患者群 n=67 の 2.98％、心身医学患者群
n=16 の 0.00％、脳外科患者群 n=21 の 0.00％、整形







は、男性患者群 n=58 の 22.41％、女性患者群 n=59 の
20.33％、患者全体n=117の21.30％である。＜神さま＞
という刺激語の「仏様」という連想反応の出現数の男






















群 n=67 の 4.47％、心身医学患者群 n=16 の 0.00％、










の出現率は、男性患者群 n=58 の 3.48％、女性患者群
n=59 の 6.77％、患者全体 n=117 の 5.9%である。＜看
護婦さん＞という刺激語は、「遅延反応」の出現数の男












n=67 の 4.47％、心身医学患者群 n=16 の 6.25％、脳








群 n=58 の 13.79％、女性患者群 n=59 の 6.77％、患者全
体 n=117 の 10.25％である。＜薬＞という刺激語の「病
気」という連想反応の出現数の男女差は、有意ではな




反応」の出現率は、男性患者群 n=58 の 3.48％、女性患













は、精神科患者群 n=67 の 4.47％、心身医学患者群 n=16
の 0.00％、脳外科患者群 n=21 の 4.76％、整形外科患者
群 n=13 の 0.00％である。 
42 「言語連想検査法WAT-Ⅱの患者117名の刺激語の分析」









は、男性患者群 n=58 の 5.17%、女性患者群 n=59 の
10.16%、患者全体 n=117 の 7.6%である。＜車＞とい
う刺激語は、連想する難しさが中位であると考察され
る。＜車＞という刺激語の「遅延反応」の出現数の男




能」の出現率は、男性患者群 n=58 の 3.44%、女性患







科患者群 n=67 の 2.98％、心身医学患者群 n=16 の
0.00％、脳外科患者群 n=21 の 0.00％、整形外科患者











5.17％、女性患者群 n=59 の 15.25％、患者全体 n=117
の 10.2%である。＜けんか＞という刺激語の「遅延反
応」の出現現数の男女差は、１％水準で有意である















の 1.49％、心身医学患者群 n=16 の 0.00％、脳外科患
















う連想反応の出現率は、男性患者群 n=58 の 8.62％、
女性患者群 n=59 の 15.25％、患者全体 n=117 の
11.96％である。＜現在＞という刺激語の「未来」とい
う連想反応の出現数の男女差は有意ではない（χ２

















神科患者群 n=67 の 8.95％、整形外科患者群 n=13 の
7.69％、心身医学患者群 n=16 の 0.00％、脳外科患者
44 「言語連想検査法WAT-Ⅱの患者117名の刺激語の分析」









現率は、男性患者群 n=58 の 10.34％、女性患者群 n=59
の 6.77%、患者全体 n=117 の 8.5%である。＜恋人＞
という刺激語の「遅延反応」の出現数の男女差は有意











心身医学患者群 n=16 の 6.25％、脳外科患者群 n=21






連想反応の出現率は、男性患者群 n=58 の 24.13％、女
性患者群 n=59 の 13.55％、患者全体 n=117 は 18.80％
である。＜子供＞という刺激語の「かわいい」という
連想反応の出現数の男女差は 20％水準で有意である





の出現率は、男性患者群 n=58 の 6.89％、女性患者群
n=59 の 15.25％、患者全体 n=117 の 11.11％である。
＜子供＞という刺激語の｢大人｣という連想反応の出現
数の男女差は 30％水準で有意である（χ２=1.30 df=






は、男性患者群 n=58 の 12.06％、女性患者群 n=59 の
11.86％、患者全体 n=117 の 11.9％である。＜子供＞
という刺激語の「遅延反応」の出現数の男女差は有意




応不能」の出現率は、男性患者群 n=58 の 3.44%、女
性患者群 n=59 の 6.77 %、患者全体の 5.12％である。
＜子供＞という刺激語の「反応不能」の出現数の男女







の出現率は、男性患者群 n=58 の 12.06％、女性患者群









応不能」の出現率は、男性患者群 n=58 の 5.17％、女




不能」の出現率は、精神科患者群 n=67 の 4.47％、心
身医学患者群 n=16 の 0.00％、脳外科患者群 n=21 の










男性患者群 n=58 の 18.96%、女性患者群 n=59 の








の出現率は高く、男性患者群 n=58 の 10.34％、女性患




不能」の出現率は、精神科患者群 n=67 の 11.94％、心
身医学患者群 n=16 の 6.25％、脳外科患者群 n=21 の






























n=58 の 10.34％、女性患者群 n=59 の 16.94％、患者
全体 n=117 の 13.6%である。＜セックス＞という刺激
語の「遅延反応」の出現数の男女差は 20％水準で有意









男性患者群 n=58 の 6.89％、女性患者群 n=59 の







表 3 「遅延反応」％ 男女の差 有意差検定 ｎ＝117 
 
47小林　俊雄
患者群 n=67 の 14.92％、心身医学患者群 n=16 の
18.75％。脳外科患者群 n=21 の 4.76％、整形外科患者








患者全体 n=117 の 25.64％である。＜先生＞という刺
激語は、「生徒」という連想反応の出現数の男女差が有

















心身医学患者群 n=16 の 6.25％、脳外科患者群 n=21









「遅延反応」の出現率は、男性患者群 n=58 の 12.06％、
女性患者群n=59の 11.86％、患者全体n=117の 11.9%
である。＜尊敬＞という刺激語の「遅延反応」の出現










出現率は、精神科患者群 n=67 の 5.97％、心身医学患
者群 n=16 の 6.25％、脳外科患者群 n=21 の 4.76％、

























応不能」の出現率は、男性患者群 n=58 の 5.17％、女







不能」の出現率は、精神科患者群 n=67 は 7.46％、脳
外科患者群 n=21 の 0.00％、心身医学患者群 n=16 の











患者全体 n=117 の 7.6%である。＜大学＞という刺激
語の「遅延反応」の出現数の男女差は有意ではない（χ２










の 0.00％、脳外科患者群 n=21 の 4.76%、整形外科患







は、男性患者群 n=58 の 13.79％、女性患者群 n=59 の
10.16％、患者全体n=117の11.96％である。＜タバコ＞
という刺激語の「吸う」という連想反応の出現数の男












激語の「反応不能」の出現率は、男性患者群 n=58 の 
















患者全体 n=117 の 35.89％である。＜父親＞という刺
激語の「母親」という連想反応の出現数の男女差は有




「遅延反応」の出現率は、男性患者群 n=58 の 6.89％、
女性患者群 n=59 の 5.08％、患者全体 n=117 の 5.9%
である。＜父親＞という刺激語の「遅延反応」の出現
数の男女差は有意ではない（χ２=0.10  df=１ 
p<0.80）。＜父親＞という刺激語の「遅延反応」は、精





女性患者群 n=59 の 1.69％、患者全体 n=117 の 3.41％
である。＜父親＞という刺激語の「反応不能」の出現





応不能」の出現率は、精神科患者群 n=67 の 5.97％、
心身医学患者群 n=16 の 0.00％、脳外科患者群 n=21







連想反応の出現率は、男性患者群 n=58 の 29.31％、女
性患者群 n=59 の 20.33％、患者全体 n=117 の 24.78％
である。＜注射＞という刺激語の「痛い」という連想
反応の出現数の男女差は 30％水準で有意である（χ２





想反応の出現率は、男性患者群 n=58 の 10.34％、女性







「遅延反応」の出現率は、男性患者群 n=58 の 3.48％、
女性患者群n=59は 5.08％で、患者全体n=117の 4.2%
である。＜注射＞という刺激語の「遅延反応」の出現
数の男女差は有意ではない（χ２=0.00  df=１ 
p<0.95）。＜注射＞という刺激語の「遅延反応」は、精




「反応不能」の出現率は、男性患者群 n=58 の 1.72％、
女性患者群 n=59 の 8.47％、患者全体 n=117 の 5.12%
である。＜注射＞という刺激語の「反応不能」の出現
















現率は、男性患者群 n=58 の 39.65％、女性患者群 n=59
の 42.37％、患者全体の 41.02％である。＜机＞という 
 




有意ではない（χ２=0.08 df=1 p<0.70）。 
＜机＞という刺激語は、「勉強」という連想反応を答
える患者が多い。＜机＞という刺激語の「勉強」とい
う連想反応の出現率は、男性患者群 n=58 の 15.51％、






患者群 n=58 の 10.34％、女性患者群 n=59 の 3.38％、
患者全体 n=117 の 6.8%である。＜机＞という刺激語
の「遅延反応」の出現数の男女差は 30％水準で有意で





能」の出現率は、男性患者群 n=58 の 1.72％、女性患







現率は、心身医学患者群 n=16 の 0.00％、脳外科患者
群 n=21 の 0.00％、整形外科患者群 n=13 の 0.00％、







の 37.93％、女性患者群 n=59 の 38.98％、患者全体
n=117 の 38.46％である。＜妻＞という刺激語の「夫」
という連想反応の出現数の男女差は有意ではない（χ２




「遅延反応」の出現率は、男性患者群 n=58 の 8.62％、
女性患者群 n=59 の 5.08％、患者全体 n=117 の 6.8％
である。＜妻＞という刺激語の「遅延反応」の出現数の




の出現率は、男性患者群 n=58 の 5.17％、女性患者群
n=59 の 0.00％、患者全体 n=117 の 2.56％で中位であ
る。＜妻＞という刺激語の「反応不能」の出現数の男







n=16 の 0.00％、脳外科患者群 n=21 の 0.00％、整形








現率は、男性患者群 n=58 の 13.79％、女性患者群 n=59






男性患者群 n=58 の 10.34％、女性患者群の 3.38％、
















男性患者群 n=58 の 12.06％、女性患者群 n=59 の
23.72％、患者全体 n=117 の 17.94％である。＜電気＞
という刺激語の「明るい」という連想反応の出現数の







率は、男性患者群 n=58 の 10.34％、女性患者群 n=59
の 11.86％、患者全体n=117の 11.1%である。＜電気＞
という刺激語の「遅延反応」の出現数の男女差は有意では




「反応不能」の出現率は、男性患者群 n=58 の 0.00％、
女性患者群 n=59 の 6.77％、患者全体 n=117 の 3.41％
である。＜電気＞という刺激語の「反応不能」の出現







群 n=21 の 0.00％、心身医学患者群 n=16 の 0.00％、











男性患者群 n=58 の 13.79％、女性患者群 n=59 の




率は、精神科患者群 n=67 の 11.9％、心身医学患者群
n=16 の 25.0％、脳外科患者群 n=21 の 0.0％、整形外
科患者群 n=13 の 30.7％である。精神科患者群 n=67






応不能」の出現率は、男性患者群 n=58 の 3.44％、女






神科患者群 n=67 の 10.44％、心身医学患者群 n=16 の
0.00％、脳外科患者群 n=21 の 0.00％、整形外科患者























群 n=67 の 5.97％、心身医学患者群 n=16 の 0.00％、
脳外科患者群 n=21 の 4.76%、整形外科患者群 n=13










出現率は、男性患者群 n=58 の 24.13％、女性患者群






う連想反応の出現率は、男性患者群 n=58 の 17.24％、
女性患者群 n=59 の 11.86％で、患者全体 n=117 の
14.52％である。＜入院＞という刺激語の「病気」と
いう連想反応の出現数の男女差は有意ではない（χ２













「反応不能」の出現率は、男性患者群 n=58 の 1.72％、
女性患者群 n=59 の 1.69％、患者全体 n=117 は 1.70％
である。＜入院＞という刺激語の「反応不能」の出現





率は、精神科患者群 n=67 の 2.98％、整形外科患者群
n=13 の 0.00％、脳外科患者群 n=21 の 0.00％、心身








患者全体 n=117 の 25.64％である。＜母親＞という刺
激語の｢父親｣という連想反応の出現数の男女差は有意





現率は、男性患者群 n=58 の 10.34％、女性患者群 n=59
の 10.16%、患者全体n=117の 10.2%である。＜母親＞
という刺激語の「遅延反応」の出現数の男女差は有




「反応不能」の出現率は、女性患者群 n=59 の 0.00％、
男性患者群 n=58 の 5.17％、患者全体 n=117 の 2.56％
である。＜母親＞という刺激語の「反応不能」の出現
数の男女差は 30％水準で有意である（χ２=1.40 df=





心身医学患者群 n=16 の 0.00％、脳外科患者群 n=21



















者群 n=58 の 1.72％、女性患者群 n=59 の 3.38％、患




の 4.47％、心身医学患者群 n=16 の 0.00％、整形外科


















「遅延反応」の出現率は、男性患者群 n=58 の 8.62％、
女性患者群の1.69％、患者全体n=117の5.9%である。
＜病院＞という刺激語の「遅延反応」の出現数の男女
























者群 n=58 の 8.62%、女性患者群 n=59 の 6.77%、患
者全体 n=117 の 7.6%である。＜病気＞という刺激語
の「遅延反応」の出現数の男女差は、有意ではない（χ２




「反応不能」の出現率は、男性患者群 n=58 の 5.17％、





心身医学患者群 n=16 の 6.25％、脳外科患者群 n=21







者群 n=58 の 5.17％、女性患者群 n=59 の 16.94％、患









現率は高く、男性患者群 n=58 の 15.51％、女性患者群
n=59 の 13.55％、患者全体 n=117 の 14.5%である。
＜不安＞という刺激語の「遅延反応」の出現数の男女





能」の出現率は、男性患者群 n=58 の 3.44％、女性患






応不能」の出現率が、精神科患者群 n=67 の 7.46％、
心身医学患者群 n=16 の 6.25％、脳外科患者群 n=21










患者全体 n=117 の 11.11％である。＜勉強＞という刺
激語の「嫌い」という連想反応の出現数の男女差は、












の出現率は、男性患者群 n=58 の 3.44％、女性患者群






群 n=67 の 4.47％、心身医学患者群 n=16 の 0.00％、

















う連想反応の出現率は、男性患者群 n=58 の 13.79％、







者群 n=58 の 8.62％、女性患者群 n=59 の 0.00％、患
者全体 n=117 の 4.2％である。＜未来＞という刺激語
の「遅延反応」の出現数の男女差は、10％水準で有意







応不能」の出現率が高く、男性患者群 n=58 の 6.89％、





心身医学患者群 n=16 の 6.25％、脳外科患者群 n=21









の出現率は、男性患者群 n=58 の 29.31％、女性患者群
n=59 の 15.25％、患者全体 n=117 の 22.27％である。
＜レコード＞という刺激語の「音楽」という連想反応
の出現数の男女差は、10％水準で有意である（χ２






















群 n=67 の 2.98％、心身医学患者群 n=16 の 0.00％、









整形外科患者群 n=13 である（表 1）。患者の年齢を調
査した。患者全体 n=117 は年齢平均 37.67 歳（SD 
30.40）、精神科患者群 n=67 は年齢平均 34.41 歳
（SD53.03）、心身医学患者群 n=16 は年齢平均 34.87
歳（SD38.18）、脳外科患者群 n=21 は年齢平均 45.95
歳（SD26.87）、整形外科患者群 n=13 は年齢平均 44.53
歳（SD26.87）である。男性患者群ｎ=58 は年齢平均
39.82 歳（SD 50.91）、女性患者群ｎ=59 は年齢平均
35.55 歳（SD 48.08）である。患者の年齢の男女差は、
１0％水準で有意である（χ２=2.80 df=１ p <0.10）。 
「ポピュラー反応」の出現数の平均は、患者全体












20.0％で女性患者群 n=59 に多い（χ２=2.69～3.41 
df=１ p <0.10～0.20）。 
「遅延反応」の出現個数の平均は、患者全体 n=117












反応」は有意水準 20.0％以下で女性患者群 n=59 に多
い（χ２=1.08 df=１ p<0.20）。 
 「反応不能」の出現個数の平均は、患者全体 n=117




など 2 個の刺激語の「反応不能」は有意水準 30.0％以
下で男性患者群 n=58 に多い（χ２=1.40 df=１ 
p<0.30）。＜セックス＞・＜注射＞・＜不安＞・＜電気＞
など 4 個の刺激語の「反応不能」は有意水準 30.0％以
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